





































































件数 全体 （%）除不＊ （%）
100万円未満 10 2.2 2.3
100万円～
299万円 15 3.3 3.4
300万円～
499万円 101 22.2 23.0
500万円～
999万円 51 11.2 11.6
1,000万円～
4,999万円 172 37.9 39.1
5,000万円～
1億円未満 29 6.4 6.6
1億円以上 62 13.7 14.1
不明 14 3.1


















未満」が 132件（15.4％）、「500万円～ 999万円」が 110件（12.8％）と続いた。ただ
し、「3億円以上」が 104件（12.1％）、「5,000万円～ 1億円未満」が 95件（11.1％）、







件数 全体 （%）除不＊ （%）
大幅に増加 15 1.7 1.9
やや増加 145 16.9 18.1
横ばい 228 26.6 28.5
やや減少 227 26.5 28.4
大幅に減少 184 21.4 23.0
不明 59 6.9
N（％ベース） 858 100 799
22年売上高推移
件数 全体 （%）除不＊ （%）
大幅に増加 24 2.8 3.0
やや増加 129 15.0 16.3
横ばい 238 27.7 30.1
やや減少 235 27.4 29.7
大幅に減少 165 19.2 20.9
不明 67 7.8
N（％ベース） 858 100 791
　＊除不：不明を除いた場合　出所：表 1に同じ
表 2　業種別事業所件数
件数 全体 （%）除不＊ （%）
建設業 130 15.2 15.4
製造業 106 12.4 12.5
情報通信業 6 0.7 0.7
運輸業 36 4.2 4.3
卸売業 41 4.8 4.9
小売業 141 16.4 16.7
宿泊・飲食業 87 10.1 10.3
サービス業 206 24.0 24.4
教育・学習支援業 25 2.9 3.0
医療・福祉関連業 64 7.5 7.6
その他 3 0.3 0.4
不明 13 1.5










XPと全体における比率＝ XAの比率 XP/XAのことを指す。グループ Pにおける指標
が全体に等しければ係数は 1.0になり、全体における傾向に等しいことを表わし、係













業　界 件数 全体 （%） 除不＊ （%）
大幅に成長 9 1.0 1.2
やや成長 82 9.6 10.6
横ばい（停滞） 307 35.8 39.6
やや縮小 231 26.9 29.8
大幅に縮小 146 17.0 18.8
不明 83 9.7
N（％ベース） 858 100 775
事業所 件数 全体 （%） 除不＊ （%）
大幅に成長 18 2.1 2.3
やや成長 132 15.4 17.1
横ばい（停滞） 275 32.1 35.7
やや縮小 205 23.9 26.6
大幅に縮小 141 16.4 18.3
不明 87 10.1




件数 全体 （%）除不＊ （%）
300万円未満 132 15.4 16.8
300万円～
499万円 57 6.6 7.2
500万円～
999万円 110 12.8 14.0
1,000万円～
4,999万円 207 24.1 26.3
5,000万円～
1億円未満 95 11.1 12.1
1億円～
3億円未満 82 9.6 10.4
3億円以上 104 12.1 13.2
不明 71 8.3





表 6　平成 23 年売上高推移と特化係数
上段：度数 23年売上高推移　（平成 19年度～ 21年度の 3年間平均と比較）
下段：％ 合計 大幅に増加 やや増加 横ばい やや減少 大幅に減少
全体 788 15 143 227 223 180
100.0 1.9 18.1 28.8 28.3 22.8
建設業 126 1 20 36 41 28
100.0 0.8 15.9 28.6 32.5 22.2
製造業  99 4 15 31 24 25
100.0 4.0 15.2 31.3 24.2 25.3
情報通信業   6 1  1  1  2 1
100.0 16.7 16.7 16.7 33.3 16.7
運輸業  35 1 11  6  7 10
100.0 2.9 31.4 17.1 20.0 28.6
卸売業  34 1  8 10  9 6
100.0 2.9 23.5 29.4 26.5 17.6
小売業 131 2 23 32 38 36
100.0 1.5 17.6 24.4 29.0 27.5
宿泊・飲食業  76 1 14 21 21 19
100.0 1.3 18.4 27.6 27.6 25.0
サービス業 193 3 34 53 62 41
100.0 1.6 17.6 27.5 32.1 21.2
教育・学習支援業  23 ─  6  8  4 5
100.0 ─ 26.1 34.8 17.4 21.7
医療・福祉関連業  62 1 10 28 14 9
100.0 1.6 16.1 45.2 22.6 14.5
その他   3 ─  1  1  1 ─
100.0 ─ 33.3 33.3 33.3 ─
上段：度数 23年売上高推移　特化係数
下段：％ 合計 大幅に増加 やや増加 横ばい やや減少 大幅に減少
全体 788
100.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
建設業 126
100.0 0.4 0.9 1.0 1.1 1.0
製造業  99
100.0 2.1 0.8 1.1 0.9 1.1
情報通信業   6
100.0 8.8 0.9 0.6 1.2 0.7
運輸業 35
100.0 1.5 1.7 0.6 0.7 1.3
卸売業 34
100.0 1.5 1.3 1.0 0.9 0.8
小売業 131
100.0 0.8 1.0 0.8 1.0 1.2
宿泊・飲食業 76
100.0 0.7 1.0 1.0 1.0 1.1
サービス業 193
100.0 0.8 1.0 1.0 1.1 0.9
教育・学習支援業 23
100.0 ─ 1.4 1.2 0.6 1.0
医療・福祉関連業 62
100.0 0.8 0.9 1.6 0.8 0.6
その他 3






件で、全体のわずか 3.5％であった。逆に、同 20人未満の事業所は 741件で、全体の
90％にあたる（表 7）。
10年前と比較した従業員数の増減では、「横ばい」が 211件（38.1％）、「やや減少」



































下段：％ 合計 1人 2人 3～4人 5～9人 10～19人 20～49人 50人以上
全体 824 276 156 131 118 60 54 29
100.0 33.5 18.9 15.9 14.3 7.3 6.6 3.5
建設業 128 42 26 25 16 9 6 4
100.0 32.8 20.3 19.5 12.5 7.0 4.7 3.1
製造業 105 32 22 12 17 11 9 2
100.0 30.5 21.0 11.4 16.2 10.5 8.6 1.9
情報通信業 6 1 3 ─ ─ ─ 1 1
100.0 16.7 50.0 ─ ─ ─ 16.7 16.7
運輸業 36 12 7 5 5 4 1 2
100.0 33.3 19.4 13.9 13.9 11.1 2.8 5.6
卸売業 41 19 4 6 7 2 2 1
100.0 46.3 9.8 14.6 17.1 4.9 4.9 2.4
小売業 137 51 20 21 24 7 11 3
100.0 37.2 14.6 15.3 17.5 5.1 8.0 2.2
宿泊・飲食業 85 28 16 15 11 2 7 6
100.0 32.9 18.8 17.6 12.9 2.4 8.2 7.1
サービス業 200 63 41 35 27 17 11 6
100.0 31.5 20.5 17.5 13.5 8.5 5.5 3.0
教育・学習支
援業
24 7 4 4 2 3 1 3
100.0 29.2 16.7 16.7 8.3 12.5 4.2 12.5
医療・福祉関
連業
59 21 11 7 9 5 5 1
100.0 35.6 18.6 11.9 15.3 8.5 8.5 1.7
その他 3 ─ 2 1 ─ ─ ─ ─
100.0 ─ 66.7 33.3 ─ ─ ─ ─
正社員（役員・家族含む）7区分（特化係数）
合計 1人 2人 3～4人 5～9人 10～19人 20～49人 50人以上
全体 824
100.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
建設業 128
100.0 1.0 1.1 1.2 0.9 1.0 0.7 0.9
製造業 105
100.0 0.9 1.1 0.7 1.1 1.4 1.3 0.5
情報通信業 6
100.0 0.5 2.6 ─ ─ ─ 2.5 4.8
運輸業 36
100.0 1.0 1.0 0.9 1.0 1.5 0.4 1.6
卸売業 41
100.0 1.4 0.5 0.9 1.2 0.7 0.7 0.7
小売業 137
100.0 1.1 0.8 1.0 1.2 0.7 1.2 0.6
宿泊・飲食業 85
100.0 1.0 1.0 1.1 0.9 0.3 1.2 2.0
サービス業 200








100.0 1.1 1.0 0.7 1.1 1.2 1.3 0.5
その他 3





下段：％ 合計 大幅に増加 やや増加 横ばい やや減少 大幅に減少
全体 554 32 77 211 139 95
100.0 5.8 13.9 38.1 25.1 17.1
建設業 88 2 11 26 24 25
100.0 2.3 12.5 29.5 27.3 28.4
製造業 75 6 9 24 18 18
100.0 8.0 12.0 32.0 24.0 24.0
情報通信業 4 ─ 1 2 1 ─
100.0 ─ 25.0 50.0 25.0 ─
運輸業 27 4 7 7 3 6
100.0 14.8 25.9 25.9 11.1 22.2
卸売業 31 2 4 10 10 5
100.0 6.5 12.9 32.3 32.3 16.1
小売業 88 4 10 41 22 11
100.0 4.5 11.4 46.6 25.0 12.5
宿泊・飲食業 53 3 4 20 15 11
100.0 5.7 7.5 37.7 28.3 20.8
サービス業 124 7 20 49 34 14
100.0 5.6 16.1 39.5 27.4 11.3
教育・学習支援業 13 1 2 7 2 1
100.0 7.7 15.4 53.8 15.4 7.7
医療・福祉関連業 48 3 9 23 9 4
100.0 6.3 18.8 47.9 18.8 8.3
その他 3 ─ ─ 2 1 ─
100.0 ─ ─ 66.7 33.3 ─
上段：度数 特化係数
下段：％ 合計 大幅に増加 やや増加 横ばい やや減少 大幅に減少
全体
100.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
建設業
100.0 0.4 0.9 0.8 1.1 1.7
製造業
100.0 1.4 0.9 0.8 1.0 1.4
情報通信業
100.0 ─ 1.8 1.3 1.0 ─
運輸業
100.0 2.6 1.9 0.7 0.4 1.3
卸売業
100.0 1.1 0.9 0.8 1.3 0.9
小売業
100.0 0.8 0.8 1.2 1.0 0.7
宿泊・飲食業
100.0 1.0 0.5 1.0 1.1 1.2
サービス業
100.0 1.0 1.2 1.0 1.1 0.7
教育・学習支援業
100.0 1.3 1.1 1.4 0.6 0.5
医療・福祉関連業
100.0 1.1 1.4 1.3 0.7 0.5
その他








































（4） 例えば、日本の失業率が 5％で、東京都では 4.5％、埼玉県では 5.5％、千葉県では 5.0％で
̶ 16 ̶




（5） 情報通信の特化係数が 8.8であるが、同業種は回答企業数が 6と非常に小さく、したがっ
て特化係数の数値変化にも大きく影響を及ぼすため、検討から除外している。
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